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《
日
々
想
》

九
州
場
所
は
白
鵬
が
40
度
目

の
優
勝
を
遂
げ
、
不
滅
の
金
字

塔
を
う
ち
立
て
た
。
今
年
は
稀

勢
の
里
か
ら
始
ま
っ
た
。
初
優

勝
、
最
多
勝
の
功
績
で
横
綱
に

推
挙
さ
れ
た
。
日
本
出
身
の
横

綱
が
20
年
ぶ
り
に
誕
生
し
た
。

相
撲
人
気
は
フ
ィ
ー
バ
ー
、
ま

さ
に
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
で
あ
っ

た

▼
小
学
生
の
稀
勢
の
里
ノ
ー

ト
は
品
切
れ
。
相
撲
好
き
20
～

30
代
女
性
は
『
ス
ー
女
』
と
称

さ
れ
、
人
気
に
拍
車
を
掛
け
、

お
気
入
り
力
士
に
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
を
付
け
る
、
キ
セ
ノ
ン
、
Ｇ

Ａ
Ｄ(

豪
栄
道)

、
テ
ル
ル(

照

ノ
富
士)

。
連
日
の
満
員
御
礼

は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
た

▼
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
力
士
は
八

百
長
事
件
で
下
火
に
な
っ
た
相

撲
人
気
を
復
活
さ
せ
た
。
そ
の

功
績
は
大
き
い
。
彼
ら
に
対
し

て
褒
め
る
べ
き
、
あ
り
が
と
う

と
感
謝
せ
ね
ば
。
こ
こ
に
来
て

相
撲
人
気
に
水
を
差
す
暴
力
事

件
が
起
き
た
の
は
残
念
の
至
り
。

真
相
究
明
を
待
つ
こ
と
に
し
よ

う
。
来
春
、
初
場
所
で
の
稀
勢

の
里
、
高
安
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
。
（
駒
場

Ｋ
・
Ｓ
）

◆市政報告会＆もちつき＆忘年会

１２月１０日（日）１１時～１３時半

瀬ケ崎自治会館

市政報告：とりうみ敏行市議会議員

主催：浦和東後援会

◆埼玉革新懇新春の集い

１月１４日（日）１３時半～

埼玉県教育会館２Ｆ
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日
本
共
産
党

＊
耳
よ
り
情
報
＊

う
ら
わ
だ
い
こ

希
望
の
党
の
役
割

80
年
の
社
公
合
意
の
再
現
で
す
。

小
池
百
合
子
都
知
事

（
前
地

さ
ぶ
老
）

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

「
実
感
」
が
あ
り
ま
せ
ん

国
民

（
岸
町

佐
久
間
純
）

川
柳

選
挙
で
は
黙
し
た
改
憲
前
の
め
り

ア
メ
リ
カ
の
窓
か
ら
覗
く
安
倍
外
交

角
界
で
な
が
ら
ス
マ
ホ
に
綱
が
キ
レ

（
前
地

さ
ぶ
老
）

国
難
を
あ
お
っ
た
う
え
で
兵
器
買
い

謙
虚
に
は
聞
き
飽
き
ま
し
た
安
倍
総
理

戦
争
で
得
す
る
こ
と
は
何
も
な
し

（
岸
町

だ
ん
吉
）

俳
句

肩
腰
の
湿
布
剥
し
て
柚
湯
か
な

小
春
日
や
寺
町
吟
行
懐
か
し
む

酉
の
市
片
手
に
余
る
熊
手
買
い

（
前
地
三

Ｓ
・
Ｍ
）

庭
先
は
す
ぐ
日
本
海
冬
支
度

枝
移
る
た
び
に
冬
日
を
散
ら
す
鳥

冬
あ
た
た
か
切
り
株
土
へ
還
り
ゆ
く

（
本
太
一

Ｙ
・
Ｙ
）

う
ら
わ
宿
文
芸

元町後援会便り

上野公園めぐりであらたな
発見！！

小雨がパラつき寒いということ

もあって、参加者がぐっと少なく

なりましたが、上野公園のあまり

知られていないところを散策して

きました。上野東照宮の境内には、

“広島・長崎の火”という碑があっ

たり、戦争中に殆ど拠出され、顔

だけになってしまった大仏（写真）。

実際には高さ25m位あったそう

です。なんてことでしょうね。時

間を忘れるくらい見入ったのが

“下町風俗資料館”。なかに建物

を造り、明治・大正の生活道具・

玩具・駄菓子、そのほか銭湯の番

台、当時のゴミ箱などが展示され

ています。玩具で遊べて、子供の

頃を思い出します。ここはおすす

めですよ。次は下町散策を予定し

ています。（元町Ｔ．Ｋ）
今12月定例会には、市長・副市長など特別

職（常勤）や議員の期末手当（ボーナス）支

給額を増額する議案が提出されています。今

回の引き上げ率は、12月手当分の支給率1.7

0ヶ月を1.75ヶ月とするもので、特別職も議

員も同率です。これによって引き上げ額は次

のようになります。

市長（以下、地域手当引き上げ込み）＝10

4,495円、副市長（3人分）＝246,381円、

水道事業管理者＝68,828円、教育長＝68,3

95円、常勤の監査委員＝52,506円、特別職

の秘書（これまで不在）＝37,780円で、そ

れぞれ増額になります。さらに、議長＝70,8

32円、副議長＝63,292円、議員＝58,507

円の増額となります。これらの引き上げを本

則が改正されたＨ24年度と比較すると、市長

＝約51万3千円、副市長＝約40万2千円、水

道事業管理者＝約33万3千円、教育長＝約3

2万8千円、議長＝約49万6千円、副議長＝

約44万3千円、議員＝約41万円のそれぞれ

増額となっています。

さらに、今回の引き上げによるＨ29年度の

年収ベースでは、市長＝約2千3百万円、副市

長＝約1千8百万円、水道事業管理者＝約1千

5百万円、教育長＝約1千5百万円、議長＝約

1千6百万円、副議長＝約1千5百万円、議員

＝約1千4百万円にもなります。皆さんビック

リされたことと思います。

さいたま市民の暮らしは、高い国保税、介

護保険料、医療費負担、年金の切り下げなど、

極めて厳しい状態に置かれ、現役の皆さんも

この5年間で多少の賃上げがあっても、それ

を上回る所得税などの各種税負担に苦しんで

います。市民の税金がけっして市民の生活を

支えるために使われていない中で、市長や議

員の給料・報酬だけが引き上げられることに

多くの市民が疑問を抱くのは当然です。日本

共産党市議団は、市民の暮らしの現状を考え

れば、このような期末手当の引き上げは行う

べきではなく、政令市でトップクラスの財政

は市民の為にこそ使うべきことをキッパリと

主張し、議会内外で全力を挙げます。ご意見

をお寄せください。

さいたま市議会議員 とりうみ敏行

またもや市長・議員などの期末手当増額議案１２月
議会報告

※今年も、うらわ宿文芸欄に、うらわだいこ、川柳、

俳句、絵手紙、街角情報など、毎回力作を投稿してい

ただきまして有難うございました。来年も引き続きよ

ろしくお願いします。来年は是非投稿者の皆様と読者

の感想会を企画したいと思っています。（編集部）

「これ以上落ちない」ことから

受験生に人気という大仏
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いよいよ安倍政権は改憲発議

に向けて動き始めました。私た

ちはどう対抗したらいいでしょ

うか。今月は、201６年に発足

した市民活動「安保法制の廃止

と立憲主義の回復を求めるオー

ル浦和区の会」(通称「オール浦

和区の会」)の事務局長川崎宏さ

んに寄稿していただきました。

安倍政権・日本会議の
執念

総選挙後、安倍政権は改憲議

論を進めると明言しました。１

１月２７日、日本会議は創立２

０周年の集会を開き、日本会議

地方連盟会長が２８９の小選挙

区に憲法改正推進、国民投票対

策の組織を作ると表明。桜井よ

しこ共同代表は「憲法改正をもっ

と急ぎたい。今までの努力に倍

して国民に語りかけ、改正の機

運を全国津々浦々につくりだし

ていく」と訴えています。この

集会には希望の党の松沢成文参

院議員や日本維新の会の幹事長

も参加、これらの党が改憲派で

あることを改めて示しています。

安倍９条改憲ＮＯ！
全国市民アクションの
３０００万署名運動

この署名を提案した全国市民

アクションは、安保法制の廃止

と立憲主義の回復を求める市民

連合や総がかり行動とつながっ

ていますが、「９条の会」や新

たな発起人が入った、より大き

な組織です。「９条の会」や市

民連合に入っていない多くの市

民にもこの運動に参加していた

だきたいと思いますが、発起人

には作詞家のなかにし礼さん、

法政大学教授の田中優子さんら、

今まで市民運動に名を出さなかっ

た方が名を連ねています。憲法

違反の安保法制の廃止を求めた、

２０００万署名には１４８０万

の市民の方々が協力してくれま

した。その倍の目標ですから皆

さんとともによほど努力しなけ

ればと思っています。

浦和区では

オール浦和区の会では９月１

３日に事務局会議で、９月２１

日に運営委員会で３０００万署

名運動について話し合い、署名

用紙を印刷し、一部取り組みを

始めました。しかし、安倍政権

の疑惑隠し解散、憲法違反解散

が強行され、署名運動はしばら

く中心課題から遠のきました。

総選挙後の１１月２日、久しぶ

りの浦和駅東口駅頭宣伝、３１

筆の賛同者を得ました。いつも

は１０筆前後ですから３倍です。

現在、埼玉土建は５万筆、医療

生協や浦和北９条の会や多くの

市民団体が取り組みを強めてい

ます。全戸配布を考えている区

もあります。

この大運動の中で、サポーター

をつくり、できれば組織を作っ

ていきたい。主権者の声を生か

す新しい政治をつくる土台を作っ

ていきたいと思っています。

（3面へ）

シリーズ

改憲問題 №６

３０００万署名
学びあい励ましあいながら
安保法制の廃止と立憲主義の回復を求めるオール浦和区の会

事務局長 川崎宏

（2面より）

さいたま市議会への請願
行動

１１月２１日、３２名の市民

が集まり弁護士の小出重義さん

の名で請願書を提出しました。

オール浦和区の会では事務局が

中心になって浦和区の市議全員

に連絡をとり、賛同を求める文

書を渡してきました。請願事項

は「安全保障関連法が施行され

ているもとで、憲法９条の改定

を行わないよう、政府・国会へ

の意見書を提出してください」

という内容です。県の自治体す

べてでこうした請願書が採択さ

れ、国を動かそうという私たち

の行動です。さいたま市議会で

は１２月８・１１日午前１０時

からの総合政策委員会で討議さ

れます。是非注目してください。

主権者の声で、９条改憲を国

会で発議させない。この大運動

は日本の民主主義そのものを大

きく発展させる力になると思い

ます。

富
岡
製
糸
場
と
妙
義
温

泉
に
新
鮮
な
感
動

後
援
会
秋
の
バ
ス
ツ
ァ
ー

恒
例
と
な
っ
た
浦
和
区
後

援
会
「
秋
の
バ
ス
ツ
ァ
ー
」
、

今
年
は
11
月
9
日
（
木
）
世
界

遺
産
に
な
っ
て
3
年
目
の
富

岡
製
糸
場
と
妙
義
温
泉
「
も

み
じ
の
湯
」
で
し
た
。
参
加

者
は
43
名
で
、
ほ
ぼ
満
席
で
す
。

衆
院
選
で
大
奮
闘
し
た
と
ば

恵
さ
ん
、
さ
い
た
ま
市
議
会

議
員
の
と
り
う
み
敏
行
さ
ん

も
参
加
し
、
学
習
と
懇
親
を

兼
ね
た
充
実
し
た
バ
ス
ツ
ァ
ー

で
し
た
。

と
ば
恵
さ
ん
は
「
た
い
へ

ん
な
選
挙
戦
を
経
験
し
ま
し

た
が
、
埼
玉
１
区
の
小
選
挙

区
で
１
万
票
も
の
得
票
を
伸

ば
せ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
、
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か

げ
で
す
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
挨
拶
、
大
き
な
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
立
憲
民
主
党
が
で
き
な
か
っ

た
ら
、
今
回
ど
ん
な
選
挙
に

な
っ
て
い
た
か
と
思
う
と
ぞ
っ

と
し
ま
す
」
と
も
話
さ
れ
共

感
を
受
け
ま
し
た
。

と
り
う
み
市
議
か
ら
は
、

現
在
さ
い
た
ま
市
が
抱
え
て

い
る
特
徴
的
な
３
つ
の
問
題
、

さ
い
た
ま
市
国
保
税
平
均
７

千
円
値
上
げ
の
問
題
、
九
条

俳
句
不
掲
載
は
違
憲
と
の
さ

い
た
ま
地
裁
判
決
に
対
し
て

さ
い
た
ま
市
が
控
訴
し
た
問

題
、
道
徳
教
科
書
採
択
に
関

し
て
不
適
切
な
選
択

を
し
た
問
題
に
つ
い

て
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
見
学

し
た
富
岡
製
糸
場
は
、

養
蚕
や
生
糸
に
つ
い

て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な

い
人
が
多
い
せ
い
か
、

見
学
し
て
よ
か
っ
た
、

勉
強
に
な
っ
た
と
の

声
が
多
く
聞
か
れ
、

企
画
し
た
後
援
会
世

話
役
の
方
も
満
足
そ

う
で
し
た
。
い
く
つ

か
参
加
者
の
声
を
紹

介
し
ま
す
。

＊

＊

＊

☆
お
い
し
い
空
気
を

味
わ
い
美
し
い
自
然

を
眺
め
紅
葉
と
一
緒

に
入
る
温
泉
、
な
ん
と
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

ん
で
す
ね
。
個
人
的
に
ま
た

来
た
い
。
（
夫
婦
で
参
加
の

Ｉ
さ
ん
）

☆
富
岡
製
糸
場
を
見
学
で
き

た
こ
と
は
大
変
よ
か
っ
た
。

特
に
ガ
イ
ド
付
き
で
説
明
を

受
け
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
（
昔

医
療
生
協
の
方
か
ら
誘
わ
れ

て
以
来
参
加
し
て
い
る
Ｋ
さ

ん
、
Ｉ
さ
ん
）

☆
初
め
て
見
る
製
糸
場
。
蚕

や
繭
の
話
、
実
演
で
５
個
の

繭
か
ら
実
際
に
糸
を
作
っ
て

い
る
様
子
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
が
何
と
も
不
思
議
で
驚
き

ま
し
た
。
（
シ
ル
ク
と
は
お

よ
そ
縁
の
な
さ
そ
う
な
男
性

の
Ｏ
さ
ん
、
Ｆ
さ
ん
）

☆
昨
年
の
赤
城
山
麓
も
良
か
っ

た
が
今
回
も
楽
し
い
企
画
で

し
た
。
次
は
是
非
海
辺
の
あ

る
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
で
す

ね
。
鎌
倉
と
か
茨
城
と
か
ど

う
で
し
ょ
う
。
（
２
度
目
の

参
加
Ｈ
さ
ん
）

（
編
集
部

古
澤
）

妙
義
山
の
展
望
が
素

晴
ら
し
い
温
泉
、
妙
義

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザﾞ

で

３０００万署名を呼びかけるオール浦和区の会と
とりうみ市議（１２月３日 浦和駅東口）


